
1

xy平面上の点A
(
0, 1

2

)
を中心とする半径

√
3の円のうち，y座標が正の部分をC1

とする．C1と放物線 C2 : y = x2 + 5
4
の 2つの交点のうち，x座標が正の点を P，x

座標が負の点を Qとする．

(1) 点 Pの座標は


√

33

34
, 35

である．
(2) ∠PAQ =

36

37
πである．

(3) 線分 PQと C2 で囲まれた図形の面積は

√
38

39
である．

また，C1 と C2 で囲まれた図形の面積は
40

41
π −

√
42

43
である．
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【答】
33

3

34

2

35

2

36

1

37

3

38

3

39

2

40

1

41

2

42

3

43
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【解答】

C1 : x2 +
(
y − 1

2

)2

= 3 かつ y > 0

C2 : y = x2 + 5
4

(1) C1 と C2 の共有点の y 座標は

1
2

C2

A C1

PQ

x

y

O

y − 5
4

+
(
y − 1

2

)2

= 3

y2 − 1 = 3

∴ y = 2 (> 0)

であり，x座標は

x2 + 5
4

= 2 ∴ x = ±
√
3
2

である．x座標が正の交点が P，x座標が負の交点が Qであ
るから，Pの座標は

P

( √
3
2

, 2

)
……（答）

である．
(2) △APQについて

PQ = 2×
√
3
2

=
√
3

P，Qは y 軸に関して対称であるから，AP = AQであり

AP = AQ =

√
3
4

+
(
2− 1

2

)2

=
√
3

であるから，△APQは正三角形である．よって

∠PAQ = 1
3
π ……（答）

である．



2

(3) 線分 PQと C1 で囲まれた図形の面積を S1，線分 PQと C2 で囲まれた図形の面積を S2

とおくと

S1 = (扇形 APQの面積)− (△APQの面積)

= 1
2

· (
√
3)2 · π

3
− 1

2
· (
√
3)2 · sin π

3

= 3
2

(
π
3

−
√
3
2

)

S2 =

∫ √
3

2

−
√

3
2

{
2−

(
x2 + 5

4

)}
dx

= −
∫ √

3
2

−
√

3
2

(
x+

√
3
2

)(
x−

√
3
2

)
dx

= 1
6

( √
3
2

+

√
3
2

)3

=

√
3
2

……（答）

である．
また，C1 と C2 で囲まれた図形の面積 S は

S = S1 + S2

= 3
2

(
π
3

−
√
3
2

)
+

√
3
2

= 1
2
π −

√
3
4

……（答）

である．


